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　昆虫類は全動物種のおよそ75％を占める大繁栄を遂げ
た動物群である。翅の獲得により爆発的な適応放散を遂
げた新翅類は、昆虫類全種の98％を占めており、その爆
発的な初期放散に由来するバッタ目やゴキブリ目などを
含む多新翅類は、昆虫類全体の系統と進化変遷を理解す
るうえで重要なグループである。しかしながら、分岐の
深さから、類内の系統学的理解は難しく、20を超える系
統仮説が提出されてきた。そのような中、比較発生学の
立場から多新翅類の系統進化の再構築を目指す、「多新
翅類比較発生学プロジェクト」が計画され（町田 2007）、
各目の発生学的研究が行われてきた。これまでの研究成
果から、多新翅類の固有派生形質として、1）一対の高
密度細胞領域の融合による胚形成と、2）卵表層での胚
伸長が提出され（Mashimo et al. 2014）、また、形態学
と分子系統学双方からも多新翅類の単系統性を支持する
結 果 が 得 ら れ て き た（e.g., Ishiwata et al. 2011; 
Yoshizawa 2011; Wipfler et al. 2019）。一方、類内の
系統関係に関しては、網翅類（＝カマキリ目＋ゴキブ
リ目＋シロアリ目）が認められ、Chimaeraptera（= 
Lathonomeria = Xenonomia = カカトアルキ目＋ガロア
ムシ目）と Eukinolabia（＝ナナフシ目＋シロアリモド
キ目）の 2目ずつからなるクラスターが提出されている
ものの、これらのクラスターおよびそれら以外の目間の
類縁関係については、信頼に足る議論の発展がみられな
いままである。このような多新翅類内の系統関係の議論
を始めるにあたり、3目からなる網翅類に関する議論、
すなわち、構成各目の類縁ならびに類全体のグラウンド
プランの構築は、最初になされなければならない重要な
検討課題である。このため、私たちは「網翅類比較発生
学プロジェクト」を計画し、これまでに、ゴキブリ目全

グループを対象とした包括的比較発生学の一環として、
ムカシゴキブリ科、ホラアナゴキブリ科、チビゴキブリ
科の発生学的研究を行い、シロアリ目の派生的グループ
であるミゾガシラシロアリ科および原始的カマキリ類の
ケンランカマキリ科の発生学的研究にも取り組んで
きた。
　これまでの研究から、網翅類を理解するうえで興味深
い、いくつかのトピックスがみつかった。それらのうち、
本講演では、1）卵門、2）胚運動、3）卵鞘産下様式、4）
ボール状胚（胚－羊膜複合体）、5）胚形成、6）胚の回
転を紹介し、議論する。
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